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◆本年度の主な取り組み（主対象：１学年） 

 本校のSSH事業は、基本、学年進行の形を取りますので、今年度は

第１学年が主対象となります。 

 本年度は、身の回りの事象についての興味関心や問題に気づく力を高

め、探究手法の基礎の習得、他との協働する力を育むための科目「SS

探究Ⅰ」を中心に展開していきます。 

SS探究Ⅰは次の４つの柱からなる本校オリジナルの科目です。 
  

  

 

 

 

 

 

 

 

SSH に指定されました！ 

平成30年度からの5年間、文部科

学省のスーパーサイエンスハイスクー

ルに指定されました。これは、先進的

な理数教育や大学等との連携、国際性

を育むための取組を推進することで、

21世紀を自分達の手で創造していく

若者の育成を目指したものです。本校

では、以下の3つを柱として、5年間

取り組んでいきます。 

①教科横断型の課題探究 

②さまざまな他者との協働探究 

③効果的な評価・指導法 

①学問ガイダンス･･･学問を知ろう 

②外部連携講座･･･大学、研究機関とタイアップ 

  なかでも、11/15（木）は、10の大学・研究機関等から講師を招
いてのスペシャル連携講座を行います。保護者の皆様や中学校等にも
ご案内を差し上げる予定ですので、是非ご参加ください。 

③批判的思考力養成講座･･･多面的・創造的に考える力をつけよう 

④ミニ課題探究･･･実際にやってみて、問題を発見しよう 

本校の３年間の取り組みの概要（大村 SCAN プログラム） 

※SCAN には、「詳細に分析、調査し、それを統合し評価すること」と「Science Community for All Nagasaki」の２つの意味がこめられています。 

目指す人材像：高度な科学的思考力と豊かな発想力を持ち、新たな解を創発する人間 

理科部 

① 自然や地域の多元的探究による問題発見力と科学リテラシーの育成 

② さまざまな他者との協働による創発力と社会参画力の育成 
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総合科学講座／地域探究講座 
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